
高品質ホタテガイの安定生産技術開発研究
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1 目的

ホタテガイの形質を評価するために育種技術開発と実証試験を行い、高品質員の生産手法の確立に資す

る。

2 材料と方法

(1)平成10年度人工採苗貝の中間育成

平成10年度に人工採苗した稚員1)を、平成11年7月30日に 1分目のパールネットに l段当たり27

"'50個体収容し、久栗坂実験漁場の養殖施設(幹綱の水深25m)に垂下した。これらは11月18日に

取り上げて、へい死率を調査するとともに殻長、殻高、殻幅、全重量、軟体部重量を測定し、各試験

区毎に成長等を比較した。

(2)人工採苗用母貝の育成

久栗坂実験漁場に平成10年6月2日に設置した採苗器から8月18日に稚貝採取を行い、 2.3分の簡

で止まったものを大型区、 2.3分から落ちて、 2.0分で止まったものを小型区とし、1.5分自のパール

ネットに l段当たり50個体収容して飼育を行った。これらの貝は10月7日にパールネット 1段当た

り15個体になるように第1回分散作業を行った後、平成12年4月16日には丸龍1段当たり10個体に

なるよう第2回分散作業を行った。その後は平成12年2月10日まで実験漁場で飼育を継続した後、

当センター前の筏に垂下して産卵誘発に供した。また、各作業時には殻長、全重量、軟体部重量等を

測定し、各試験区毎に比較を行った。

(3)人工採苗

母貝は上記のものを用いたが、平成12年2月10日に久栗坂実験漁場から当センター前の筏に運搬

した後、 2月23日に室内水槽に移して2月23日には60C、2月24日には80Cの水温でこれらを飼育

し、 2月25日に紫外線流水殺菌装置を通した150C海水で温度刺激を与えて産卵・放精を誘発した。

これらは個体毎に受精させた後、 150Cの止水でふ化させ、 2月27日に幼生を200eのパンライト水
槽に288"'345千個体収容して Chaetocerosgracilisを段階的に 1水槽当たり5，000"'40，000cell/

mlを毎日給餌しながら弱通気で飼育した。飼育水は150Cを保つようにし、 3日に l度全換水を行う

とともに適宜底掃除を実施した。

3 結果及び考察

(1)平成10年度人工採苗貝の中間育成

表1に平成10年度人工採苗稚貝の中間育成結果を、表2にこれらの中間育成終了時の平均値の検

定結果を示した。

生貝率(ネットに残存していた貝の数に対する生貝の割合)はいずれの試験区もほぼ100%であっ

たが、これに対して生残率(収容した貝の数に対する生貝の割合)は63.3-94.3%とやや低い値であ

った。

中間育成終了時の殻長を比較すると、水槽番号2、7、lく6、3、4く5の順に大きくなってい

たが、使用した雌母貝の殻長は水槽番号6く2、3く1、5く7く4の順、雄母貝の殻長は水槽番号

6<2、3、7く4く1、5の順となっており、中間育成終了時の殻長と使用した母貝の殻長にはー
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定の関係は見られなかった。

昨年度の同様の試験では、使用した母員の殻長が大きいものは中間育成終了時の殻長等も大きい関

係が見られたが 1)、今年度の試験結果がそのような結果とならなかった理由として、当初は稚貝採取

時に殻長が大きな員と小さい貝を母貝として使用する予定であったが、卵質が不良のため通常の方法

で稚貝採取を行った員を使用したため 1)明確な傾向が見られなかったことや、浮遊幼生飼育時に水

槽毎の生残や成長にばらつきが見られ、飼育の影響を大きく受けたことが考えられた。

平成10年度人工採苗稚貝の中間育成結果表 1
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(2)人工採苗用母貝の育成

表3に測定結果を、表4に測定値の検定結果を、図1に殻長の推移を示した。

生残率は、平成10年10月7日調査時には両区とも98.8%、平成11年4月16日調査時には大型区が

97.7%、小型区が99.4%、平成12年2月25日には両区とも100%となっており、いずれの調査時も
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両区に差はなく良好な値であった。



殻長、全重量、軟体部重量は、平成12年2月25日調査時の軟体部重量を除くといずれも大型区の

方が大きい値であり、平成10年10月7日及び平成11年4月16日調査時には有意な差があったが、平

成12年2月25日調査時には有意な差は見られなくなった。これは稚貝採取時に大型区と小型区の大

きさの差がそれほど大きな差ではなかったことや成熟の影響があったものと考えられた2)。

表3 平成11年度人工採苗用母貝測定結果
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表4 平成11年度人工採苗用母貝測定値の検定結果 (pく0.05)
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図 1 人工採苗用母貝の殻長の推移

(3)人工採苗

表5に人工採苗に用いた母貝の測定結果を、表6に水槽別母員のかけ合わせ状況を、表7に人工採

苗貝の飼育個体数及び殻長の推移を示した。昨年度は人工採苗用母員を垂下していた久栗坂実験漁場

の水温が低水温であったため卵質が不良であり、ふ化率や生残率が悪く 3回ほど人工採苗を行い試験

に供したが1)、今年度は 1月"-'2月下旬まで平年より高めに推移し、急激な温度上昇が2月下旬に見

られたため 3)、比較的順調に人工採苗を行うことができ、ふ化率等も良好な結果であった。
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表6 水槽別母貝のかけ合わせ状況

飼育水探苗月日 使用母員
檀番号 ♀ ♂ 
1 H12.2.25 ♀小1 ♂大1
2 11 ♀大1 ♂大2
3 "♀小2 ♂大2
4 "♀大2 ♂大1
5 11 ♀大3 ♂小1
6 11 ♀大4 ♂小2
7 11 ♀4、3 ♂4、3
8 11 ♀小3 ♂小3
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表7

京電No

人工採苗幼生の生残率の推移を図2に、殻長の推移を図3に示した。幼生は当初8つの水槽を用い

て飼育を開始したが、水槽番号1は幼生収容後5日目からへい死が見られ、 3月17日調査時にはほ

とんど幼生が確認されなくなったため廃棄した。水槽番号2.........8について、 3月17日時点での平均

生残率は42.4%、平均殻長は212.4μm、3月3日.........3月17日の聞の平均日開成長量は5.6μm/日

-218-

であった。
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3月17日には一部の水槽で殻長260μmを越える個体が確認されたので、付着基質としてキンラン

(人工海藻)を投入した。 5月9日にはキンランを目合い 1mmのネットに収容し、漁業者が所有す

る水槽で天然の浮遊幼生が確認されない港内の海水をかけ流しにして飼育した。
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図2 人工採苗幼生の生残率の推移
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図3 人工採苗幼生の殻長の推移
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